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50% 肝切除により作成した肝再生犬及び正常犬を用い,著しい肝障害をもたらす出血ショックを W iggers
法及び Lam son 変法により作成し, 再生肝の病態生理の一面を窺わんと意図し次の様な結果を得た｡
1 ) W iggers 法による出血ショックに於て, 肝再生大群, 対照犬群の問に最大出血量, 12時間及び24
時間生存率に関して, 何ら有意の差異を認めなかった｡
2 ) Lam son 変法による出血ショックに於て15% 自然還血期返血を行なった群では, 対照群肝再生犬群
の何れも全て24時間以上生存し, 30% 自然還血期返血を行なった群では, 対照群, 肝再生犬群の何れも全
て24時間以内に死亡した｡
3 ) Lam son 変法に於ける15% 自然還血期返血群及び30% 自然還血期返血群の何れに関しても, 最大出
血量, 最大出血到達時間, 自然還血開始時間, 15% 及び30% 自然還血期到達時間, 12時間及び24時間生存
率に於て, 気温, 気候及び性別による影響を考慮しても, 肝再生犬群と対照犬群との間に有意の差を見出
すことが出来なかった｡ 即ち出血ショックの可逆相, 不可逆相に於ける両群の態度には有意の差異を認め
なかった｡





6 ) 以上により肝再生犬は出血ショックに対 し正常犬と同様の態度を示し, 正常犬に比し明らかにショ
ック耐性を有するとは言えないまでも, 決して劣るものではないと言える｡
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
肝切除後の再生肝は生理学的機能を営む点については正常肝と有意の差は認められておらない｡ しかし
外部から加えられた侵襲に対 しては正常肝同様の態度を示すか否かについては明らかでない｡ 著者はこの
点を追究するため, 再生肝を50% 肝切除により作成し,著しい肝障害をもたらす出血ショックをW iggers
法および Lam son 法で試みた｡
その結果, 1) W iggers 法では肝再生犬群, 対照正常犬群の問に最大出血量, 12時間, 24時間生存率に
有意の差はなかった｡ 2) Lam son 法では15% ならびに30% 自然還血期返血を行なった場合, 両群とも前
者では24時間生存し, 後者では24時間以内に死亡した｡ 3) Lam son 法では15% ならびに30% 自然還血期
返血の場合の最大出血量, 最大出血到達時間, 自然還血開始時間, それぞれの自然還血期到達時間, 12時
間および24時間生存率において, 気温, 気候および性別の差を考慮しても両群に有意の差を認めがたい｡
換言すれば出血ショックの可逆相, 不可逆相における両群め態度はほぼ同様である｡
以上, 著者は再生肝が出血侵襲に対 し, 正常肝とすくなくとも同等の抵抗力を示すことを証明したもの
で肝外科に寄与するところがある｡
本論文は学術上有益にして医学博士の学位論文として価値あるものと認定する｡
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